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研究成果の概要： 
民族や宗教共同体などの人間集団の分類概念を例にとり、外来の概念が東南アジアで受容され、

イスラム教圏東南アジアの各地に伝播する過程で、在地の公権力との関係においてさまざまな

形で受容されていった様子を明らかにした。また、具体的な事例研究として、2004 年のインド

ネシア・アチェ州の津波被災および 2008 年のマレーシアの総選挙を例にとり、社会秩序再編

の過程で情報や「知」がどのような役割を果たし、その際に学知に対抗する「知」がどのよう

に作りだされ、どのような影響を及ぼしえたのかを明らかにした。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 4,900,000 0 4,900,000 

2007 年度 4,600,000 1,380,000 5,980,000 

2008 年度 4,800,000 1,440,000 6,240,000 

総 計 14,300,000 2,820,000 17,120,000 

 
 
研究分野：イスラム教圏東南アジアの民族と政治 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：東南アジア、イスラム教、社会秩序、 
 
１．研究開始当初の背景 
制度化された知（学知）は公権力の一端を担
うのか、それとも公権力を相対化する役割を
担うのか。この問いに関連して、公権力によ
らず制度化される学知を考えることによっ
て、複数の公権力による支配領域にまたがっ
て存在する学知を想定することができ、公権
力との関係において自立的でありうる学知
がそれぞれの国や地域において公権力とど
のような関係を切り結ぶのかという見方が
成り立つ。 
 
２．研究の目的 
東南アジアにおけるイスラム教に基づく知

および教育（以下、「イスラム的な知」）の制
度化と、その公権力との関係を実態的に明ら
かにする。東南アジアのイスラム的な知は、
国・地域ごとに多様性を見せる一方、移住者、
混血者、知識人やその著作物・表現活動を通
じて域内で相互に参照しあい、影響しあう状
況が見られる。このように、東南アジアにお
いて国家や地域の枠を超えた関係性が形
成・維持され、国境を越えて「制度化」され
ているイスラム的な知が、それぞれの国・地
域で公権力がどのような関係を結びうるか
を明らかにする。 
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３．研究の方法 
(1)外来の知の体系である「イスラム的な知」
が東南アジアにもたらされ、東南アジア域内
の各地に伝えられ、在地社会に受容されてい
った過程を、特に知を媒介した人物や著作物
に焦点を当てて解明する。 
(2)植民地化およびそれに続く国民国家化の
過程で国別に知が制度化され、その中にイス
ラム的な知が組み込まれ、国別・地域別の発
展を遂げたこと、また、イスラム的な知が相
互に参照しあい、影響しあっていることで、
イスラム的な知に国境を越えたまとまりが
存在している状況を実態的に解明する。 
(3)国民国家が成立した後のイスラム教圏東
南アジアの各地域社会で、社会生活上のさま
ざまな実践においてイスラム的な知がどの
ような役割を演じているかを明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1) 2007 年 5月に国際シンポジウム「バンサ
とウンマ：東南アジア・イスラーム地域にお
ける人間集団分類概念の比較研究」を実施し、
成果の一部を発表した。 
①民族や宗教共同体などの人間分類概念が

東南アジアにもたらされ、これらの概念と
結びついたムラユ（マレー人）概念が、マ
ラッカ海峡両岸からマラヤ半島・シンガポ
ールへ、さらにマレー語圏（インドネシア、
ボルネオ、タイ南部）へ、さらに非マレー
語のイスラム教圏東南アジア（フィリピン
南部、インドシナ）へと伝えられる過程で、
各地の公権力との関係と対応する形で概
念が変容しながら受容されていった様子
を明らかにした。 

②かつて支配者の家系を指していたムラユ
という人間集団の分類概念は、マレー・イ
スラム圏に概念が伝播する過程でマレー
語やイスラム教を受け入れた人びとを一
般に示す概念となった。マラヤおよびシン
ガポールでは在地のムスリム・コミュニテ
ィのなかでアラブ系やインド系が主流で
あることを嫌ったマレー人がマレー民族
概念を用いることで自立を確保しようと
した。この概念がボルネオなどマレー人が
少数派である地域にもたらされると、在地
のムスリム・コミュニティのなかで主流で
あるマレー人に対して在地ムスリムが民
族性（バンサ）を持ち出すことで自立を確
保しようとした。フィリピン南部などの非
マレー語圏では、マレー語経由ではなくア
ラビア語経由でイスラム的な知にアプロ
ーチしようとすることが明らかにされた。 

(2)大規模自然災害などに直面して社会秩序
が一時的に失われた状態における秩序構築
において情報や「知」がどのような役割を果
たすのかに関してインドネシア・アチェの津
波被災地の事例をもとに検討した。ながく紛

争下にあって外部世界との関係を制限され
ていたアチェが、被災を契機に国際社会に開
かれ、国際機関・非政府組織（NGO）や各国
政府・民間団体・個人が支援に訪れる中で、
トルコをはじめとするイスラム諸国との関
係が再構築されている状況が明らかにされ
た。 
(3)2008 年のマレーシアの総選挙を事例に、
独立後の国民国家における政治秩序の再編
とそこにおける情報や「知」のあり方を検討
した。新聞・テレビなどのマスメディアが政
府の影響を受けるのに対してインターネッ
トを通じた対抗的な知の制度構築がなされ
ている様子が報告された。また、学知の担い
手である大学教員等が学会活動や学術集会
を通じて対抗的な知のあり方を提示する様
子が報告された。 
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